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審査結果の要旨 
 

本論文は、企業の生産性と貿易自由化の関係について、ベトナムの企業ミクロ・データを用いて

計量的実証分析を行った以下の三章から構成される。 
第一章は、2000-09 年のベトナムの製造業における企業レベルのミクロ・データを利用して、企業

の参入退出と全要素生産性(TFP)の関係を分析したものである。分析の主要な結果としては、2007
年の世界貿易機関(WTO)加盟以降、ベトナム企業の生産性は、存続企業、新規参入企業、撤退企

業とも平均的に上昇したことである。この結果は、貿易自由化によって、生産性の低い企業から高

い企業へと資源の配分が変化したことを意味しており、近年の企業の異質性を考慮した「新」新貿

易理論の示唆と整合的である。なお、第一章は、査読を経て国際学術誌 Japanese Economic Review
に掲載済みである。 



第二章は、ベトナムにおける貿易自由化と資源の配分非効率(ミスアロケーション)の関係を分析

したものである。分析では，第一章と同様に 2000-09 年のベトナムの製造業の企業に注目し、ベ

トナムのミスアロケーションの程度は中国やインドのそれと同程度であることを見出した。もしミ

スアロケーションが米国と同程度になれば、30%強の TFP 成長が見込めるとしている。WTO 加

盟後にミスアロケーションはむしろ拡大しているが、これは貿易自由化の効果を金融危機のマイナ

スの効果が相殺してしまっていることに起因している。貿易自由化は財に関する歪みの解消に寄与

していることから、資本に関する歪みを是正することで、生産性の更なる向上が見込まれることを

示唆している。貿易自由化の影響だけを取り出すことには困難も伴うが、他国に関する先行研究と

も比較可能な分析結果を提示したことは一定の貢献と評価できる。 
第三章は、企業が生産する財が差別化されたものか否かを区別した上で、産出の関税だけでなく

中間投入の関税も考慮して、関税が生産性に与える効果を分析している。推定結果によれば、産出

関税の低下は生産性に負の影響を及ぼすが、中間投入の関税低下は生産性に正の影響を及ぼす。ま

た、同質的な財を作る企業と比べ差別化された財を作る企業は関税の影響を受けにくい。中間投入

の貿易自由化が生産性向上に貢献するという結論は先行研究と整合的であり、また、差別化された

財を生産する企業は、標準的な理論が予測するように、貿易自由化に伴う競争激化の影響を受けに

くいということを示唆している。 
以上のことから、本論文審査委員一同は、本研究科の博士号審査基準①に照らして、Doan Thi 

Thanh-Ha 氏の学位請求論文 “Trade Liberalization and Firm Productivity: Evidence from 
Vietnam” が博士（経済学）の学位を授与するに値するものと判断する。 
 
注 論文及び審査結果の要旨欄に不足が生じる場合には、同欄の様式に準じ裏面又は別紙によること。 


